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新庄市の発掘調査
　山形県北部にある最上地方の中央に位置する新庄市、現在旧石器時代から近世に

かけて 126 ヶ所の遺跡が確認されています。県教育委員会と山形県埋蔵文化財セン

ターによって 6 遺跡が発掘調査され、今回その内 5 遺跡を展示公開します。

　福田山 A 遺跡と仁間磯ノ沢 B 遺跡は昭和 55 年に新庄中核工業団地造成工事に伴

い発掘調査が行われました。縄文時代早期・前期を中心とした弥生時代・古代・近

世の遺構や遺物が確認されました。

　立泉川遺跡は平成 13 年に発掘調査が行われ、縄文時代の中期から後期の土器が

層状に確認できました。縄文時代中期末

の東北地方南部に分布する大木 10 式の

土器や、縄文時代後期初頭の新潟県を中

心とした土器様式の三十稲葉式系統の土

器などが出土しました。

展示遺跡
福田山 A 遺跡　仁間磯ノ沢 B 遺跡

中川原 C 遺跡　立泉川遺跡　中関屋遺跡

中関屋遺跡

しんじょうし はっくつちょうさ

きゅうせっき きんせい

いせき

はっくつちょうさ

いこう いぶつ

たちいずみがわ ちゅうき こうき

そうじょう

だいぎ

にいがたけん

さんじゅういなば 中川原 C遺跡
立泉川遺跡

福田山 A遺跡

仁間磯ノ沢 B遺跡

ふくだやま にけんいそのさわ

そうきじょうもん ぜんき やよい こだい



中川原 C遺跡
なかがわら

中関屋遺跡

山形県立新庄病院改築事業伴い令和元年に発掘調査が行われました。調査では 3

棟の掘立柱建物跡など、平安時代 9 世紀中頃から後半にかけての遺構や遺物が確

認されました。集落を囲むように溝跡が巡らされた様子が確認され、これまで不

明な点が多かった、新庄市内での平安時代の生活の様子が明らかとなりました。

掘立柱建物跡 発掘調査区全景

泉田川の河岸に立地する遺跡で、平成 11 年から 12 年にかけて 3 次にわたり発掘

調査が行われました。調査では縄文時代と中世の遺構や遺物が確認されました。

特に縄文時代の生活の様子が明らかとなり、22 棟もの建物跡や炉跡・土坑などが

検出され、縄文時代中期前半と後期に大規模な集落が営まれたことがわかりまし

た。また 3 ヶ所の捨て場からは廃棄されたと思われる大量の縄文土器や石器が出

土しました。19 基のおとし穴も見つかり、中には落ちた獲物を逃がさないための

逆茂木が出土した穴もあります。

発掘調査風景 出土した縄文土器なかせきや
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